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概 要 

 

2014 年 7 月 25 日に、小学 4 年生から中学 3 年生を対象とした事業「夏休み自由研究」において、プ

ラネタリウム工作キットを使ったオリジナルプラネタリウムの工作と、プラネタリウムで星空を映し出すしくみ

の紹介を行ったので、その概要を紹介する。 

 

 

１．はじめに  

本教室では、「エトワール」というプラネタリウム工作

キットを使って、プラネタリウムの工作を行った。その過

程で、プラネタリウムがどのように星空を映し出している

のか、そのしくみを学んでもらうことを目的とした。 

 

２．実施要綱 

 事業の実施要綱は以下の通りである。 

 

・名称：夏休み自由研究教室「プラネタリウムをつくろ

う！」 

・日時：2014 年 7 月 25 日(土) 14:00～15:45 

・対象：小学 4 年生～中学 3 年生 

・参加人数：30 名 

・内容：①プラネタリウム工作キットの工作 

    ②工作したプラネタリウムで星空を映し出す 

    ③工作したプラネタリウムで夏の星をさがす 

 

３．実施内容 

３-１．事前準備 

①手順書の作成 

 本教室の参加者は、小学 4 年生から中学 3 年生と

年齢層が幅広いため、作業の進捗具合に大きな差が

生じる可能性があった。そこで、プラネタリウム工作の

手順書を作成し、作業項目を細かく分け、写真つきで

わかりやすく記載した(p140 図 1 参照)。 
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②ドーム製作 

 プラネタリウムが完成した後に作ったプラネタリウムを 

使って星空を見てもらうため、「ドーム製作キット」を使

って、星を映すためのドームを製作した。ドームは合計

６つ用意した。本教室の参加者は合計３０名のため、1

テーブル５名で１つのドームを共有してもらうこととし

た。 

 

写真１：星をうつすドーム(マイクスタンドにぶら下げて使用) 

 

③部屋の光もれ対策 

 本教室は日中に実施するため、部屋の照明を暗くし

ても窓から光が差し込み、部屋が真っ暗にならない。

そのため、光が入らないよう事前に窓に暗幕を貼り付

けた。 

 

３-２．工作 

 今回の工作に使った材料および道具は、以下の通り

である。 

 ・プラネタリウム工作キット「エトワール」 
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 ・セロテープ 

 ・はさみ 

 ・わりばし 

 ・単３電池 × ２個 

 

手順書にある作業項目(1)～(7)にしたがって、順番

に工作を進めた。また、まずは前半部分の材料のみを

参加者に渡して、作業を早く終えた人が勝手に先に

進まないよう工夫した。また、早く終えた人はまわりの

人を手伝うように促し、参加者全員が同じ進捗となるよ

う十分に配慮した。 

 

（１）工作の前半 

 円柱形の発砲スチロールに黒色の長方形フィルム

(小)を両面テープで張り付け、プラネタリウムの土台を

製作した。また、黒色の長方形フィルム(大)に両面テ

ープを貼って円筒形を作り、プラネタリウム本体の工作

を行った。 

 

 

写真２：工作の前半に使用する材料一式   

 

写真３：プラネタリウムの土台を製作中 

 

（２）工作の後半 

 プラネタリウム本体の上部を製作し、土台の足および

豆電球と電池ボックスの取付けを行った。 

 

 

写真４：工作の後半に使用する材料一式  

 

写真５：プラネタリウムの上部を製作中 

 

写真６：電球と電池ボックスの取付け 

 

写真７：完成 
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３-３．星を映す 

 完成したプラネタリウムの日付と時刻の目盛について

説明し、合わせ方を指導した。目盛を「８月」と「２０時」

に合わせ、ドームに映し出し、実際に８月の２０時ごろ

の星空が映し出されていることを確認した。 

 

 

写真８：ドームにプラネタリウムをセット 

 

写真９：ドームに写し出される星空を確認 

※実際には部屋を真っ暗にして確認した。 

 

４．まとめ 

 今回の参加者は小学４年生から中学３年生と年齢

層が幅広く、４年生や５年生の一部の児童にとっては、

フィルムをはさみで切ったり、両面テープで張り付ける

作業が難しかったようで、予想以上に時間を要した。

作業が早い人に手伝ってもらうよう促してはいたが、や

はり途中で作業が早く終了し、手持ち無沙汰になって

いる児童や生徒も見受けられた。今後も同じ学年を対

象に実施する場合には、もう少し考慮していかなけれ

ばいけない課題である。 

 もう一つ反省すべき点として、工作に時間が取られて

予想以上に全体の工程が後にずれてしまい、ドームを

使ってプラネタリウムで実際に星を見る時間がほとんど

取れなかったことが挙げられる。今回の教室は、スタッ

フ２名で全体を見ており、参加者に対してスタッフが少

なかったことも原因の１つである。今後、同様の教室を

実施する際にはスタッフを増員するなど、何らかの工

夫をすべき点である。 

 なお、全体的には参加者がプラネタリウムの工作に

熱心に取り組んでおり、指導した通りに一生懸命作業

を進めている様子がうかがえた。自分だけのオリジナル

プラネタリウムが完成した喜びとともに、プラネタリウム

そのものについて、より身近なものに感じてもらえる良

い機会だったのではないかと考える。 
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図１.1 プラネタリウム工作手順書(p1～2) 

図１.2 プラネタリウム工作手順書(p3～4) 

図１.3 プラネタリウム工作手順書(p5～6) 


